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令和５年第４回千葉市議会定例会会議録（第２号） 

 

令 和 ５ 年 12 月 ４ 日（月）午 後 １ 時 開 議 

────────────────────────── 

○議事日程 

諸般の報告 

日程第１ 会議録署名人選任の件 

日程第２ 議案第131号 専決処分について（令和５年度千葉市一般会計補正予算（第５号） 
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議案第132号 専決処分について（令和５年度千葉市農業集落排水事業特別会計 
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議案第133号 令和５年度千葉市一般会計補正予算（第６号） 

議案第134号 令和５年度千葉市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第135号 令和５年度千葉市学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第136号 令和５年度千葉市病院事業会計補正予算（第２号） 

議案第137号 令和５年度千葉市下水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第138号 千葉市公文書等管理条例の制定について 

議案第139号 千葉市職員の給与に関する条例等の一部改正について 

議案第140号 千葉市公衆浴場法施行条例の一部改正について 

議案第141号 千葉市消防関係手数料条例の一部改正について 

議案第142号 千葉アイススケート場設置管理条例の一部改正について 

議案第143号 子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正について 

議案第144号 千葉市立中等教育学校設置条例の一部改正について 

議案第145号 千葉市空家等及び空地の対策の推進に関する条例の一部改正につ 

いて 

議案第146号 当せん金付証票の発売額について 

議案第147号 和解について 

議案第148号 指定管理者の指定について（千葉市幕張西スポーツ広場） 
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施設） 
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発議第 ９号 千葉市公共交通利用促進条例の制定について 

────────────────────────── 

○出席議員 
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○本日の会議に付した事件 

諸般の報告 

日程第１ 会議録署名人選任の件 

日程第２ 議案自第131号至第153号、発議第９号質疑、委員会付託 

────────────────────────── 

午 後 １ 時 ０ 分 開 議 

○議長（石川 弘君） これより会議を開きます。 

 出席議員は50名、会議は成立いたしております。 

────────────────────────── 

 諸般の報告 

○議長（石川 弘君） 諸般の報告については、お手元に配付のとおりでございます。 

────────────────────────── 

諸 般 の 報 告 

１ 監査委員から別途配付のとおり、11月30日付け５監査報告第９号の報告があった。 

────────────────────────── 

 日程第１ 会議録署名人選任の件 

○議長（石川 弘君） 日程第１、会議録署名人選任の件を議題といたします。 

 私より指名いたします。７番・黒澤和泉議員、８番・野島友介議員の両議員にお願いいたし

ます。 

────────────────────────── 

 日程第２ 議案自第131号至第153号、発議第９号質疑・委員会付託 

○議長（石川 弘君） 日程第２、議案第131号から第153号まで、及び発議第９号を議題とい

たします。 

 質疑の通告が参っておりますので、通告順に従いお願いいたします。34番・佐々木友樹議員。 

〔34番・佐々木友樹君 登壇、拍手〕 

○34番（佐々木友樹君） 皆さん、こんにちは。日本共産党千葉市議会議員団の佐々木友樹で

す。 

 議案質疑を行います。 

 初めに、議案第133号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第６号）所管中の海浜幕張駅

蘇我方改札口新設等に伴うバス停留所等整備工事について伺います。 

 これは、ＪＲ東日本が実施している隣接エリアでの改札口新設工事との工事間調整に時間を

要し、十分な工期が確保できず、年度内の完了が困難となったため、繰り越すものであります。 

 まず、改札口新設等に伴うバス停留所の工事完了後のバス路線の市としての考えや方向性に

ついて伺います。 

 以降は、質問席にて質疑を行います。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 新改札口付近に新設いたしますバス停留所には、幕張ベイタウン

などの海岸方面から駅へ進入いたす路線や駅から新病院へ向かう路線などの利用を想定いたし

ており、現在、海浜幕張駅北口駅前広場を発着する路線バス事業者に対し依頼しているところ

でございます。 
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○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 海浜幕張駅北口のバスロータリーは、空港リムジンバスの降車場所

がロータリー内でないことの改善ですとか、ラッシュ時の混雑の緩和が望まれておりますが、

北口ロータリーの今後の方向性との関連ではどのようになりますか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 新改札口付近に新設するバス停留所の整備は、北口駅前広場を発

着するバスの混雑緩和につながるものと考えております。北口駅前広場の運用につきましては、

令和７年春の新改札の供用開始に向け、各路線バス事業者による検討の進捗に合わせて、道路

管理者やタクシー事業者など関係者間で協議、検討をいたしてまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、旧高浜第二小学校改修工事に係る債務負担行為の追加につい

てであります。 

 現在の旧高浜第二小学校の３階の部分は学校となっておりますが、西部児童相談所等の公共

施設の大規模改修の移転先等として使用できるよう事務所に用途変更するため、令和６年に必

要な改修工事を実施するとのことでありますが、公共施設の大規模改修の移転先等としており

ますが、今後の公共施設で、旧高浜第二小学校を活用して大規模改修が必要な施設はどのよう

な施設があり、学校跡施設を活用することが今後必要になるということなのでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 財政局長。 

○財政局長（山元隆司君） 今後、大規模改修の際に、旧高浜第二小学校を仮移転先として活

用する可能性がある施設といたしましては、美浜区内では、西部児童相談所、美浜区役所、美

浜保健福祉センターがあるほか、市内に同一の機能がない教育センター、ハーモニープラザな

ども想定されます。また、大規模改修期間中の仮移転先として、民間施設の活用や仮設の設置

が難しい場合などには、使用可能な学校跡施設の活用も考えてまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 美浜区役所等の大規模改修でも活用されるとのことですが、他の行

政区でも同様の課題が出てくるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 財政局長。 

○財政局長（山元隆司君） 他の行政区におきましても、大規模改修期間中に業務を停止する

ことができない公共施設につきましては、仮移転先確保の課題があるものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、学校施設の各種改修等についてであります。 

 学校のエレベーター設置については、実施設計、土質調査業務についての本年度内の前倒し

で契約を行うことによって施工時期の平準化を図り、入札の不調・不落対策を講じるため、債

務負担行為の設定を行うとしておりますが、近年のエレベーター設置工事の入札不調の状況に

ついてと、入札不調となる原因について伺います。 

○議長（石川 弘君） 財政局長。 

○財政局長（山元隆司君） 学校のエレベーター設置工事の入札不調件数は、令和２年度６件、

３年度２件、４年度５件となっております。なお、２年度から４年度までで、エレベーター設

置を予定しておりました22校のうち、21校が既に設置済みとなっております。 

 入札不調の主な原因といたしましては、建設業界全体の技術者不足のほか、民間工事を含め
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たエレベーターの新設や更新の需要の高まりから、メーカーの生産が追いつかないことなどが

考えられます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） エレベーターの設置は、障害のある児童の入学予定から設置を行っ

ていると伺いますが、入札不調により工事が先延ばしになり、学校と児童に影響が出ている事

例があるのか。また、設置されていない中で、どのような対応が取られているのかも伺います。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 入札不調に伴う工事の先送りにより、エレベーターの設置が間に

合わない場合がありますが、児童生徒の学校生活への影響を最小限とするため、エレベーター

が設置されるまでの間、児童生徒の状況に応じ、階段昇降機の調達を行うことや、介助員、教

職員の補助により支援を行っております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 今御答弁があったような状況が続けばですね、児童生徒だけでなく、

学校、保護者の負担になるわけであります。そのために前年度に予算を確保することは大事な

ことでありますが、入札不調とならないための改善と取組について、どう進めていきますでし

ょうか。 

○議長（石川 弘君） 財政局長。 

○財政局長（山元隆司君） 入札辞退の主な理由であります技術者不足につきましては、現場

代理人の配置制限の緩和や施工時期の標準化を推進しているほか、余裕期間制度の導入など、

様々な対応を図っているところでございます。これらの取組を着実に進めるとともに、引き続

き入札制度の改善に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、令和５年度千葉市一般会計補正予算及び議案第135号・千葉

市学校給食事業特別会計補正予算についてであります。 

 物価高騰が継続する中でも、これまでどおりの栄養バランスや量を保った給食を提供できる

よう、給食費の負担軽減に所要の経費を計上したものの、物価上昇率が想定6.2％を上回り、

令和５年度の物価高騰を13.4％と見込み、増額分を補正予算として計上しております。 

 賄い材料費が不足している場合の学校における対応はどのようになっているのか。ある小学

校では、給食の予定献立表においてタンパク源は豆製品などが多く、肉類や魚貝類が減ってお

りましたが、子供たちが取るべき栄養価に影響はないのか。各小学校の状況について把握され

ておりますでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 賄い材料費は、当初予算で見込んでいた物価上昇分を上回る水準

で執行しており、今後の不足分を今回の補正予算案に計上しております。栄養価については、

文部科学省の定める学校給食摂取基準を満たすよう献立を作成しており、各市立学校等の献立

は、教育委員会で確認をしております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 今回の補正予算成立後に各学校への具体的な予算措置についての手

続はどのような形となるのか、今後さらなる物価高騰となった場合への対応についても伺いま

す。 
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○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 補正予算案を可決いただいた後、速やかに各市立学校に通知しま

す。また、今回の補正予算案により、今までと同様の栄養バランスや量を保った給食を提供す

ることができるものと考えておりますが、今年度さらなる物価高騰となった場合には適切に対

応してまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、千葉公園再整備道路冠水対策及び議案第137号・千葉市下水

道事業会計補正予算（第２号）の下水道管渠改良工事、園内貯留施設改良工事についてであり

ます。 

 これは、本年９月８日の台風13号により、千葉公園内の冠水した箇所において、冠水対策に

係る費用を補正するとともに、繰越明許費を設定するものであります。 

 このエリアは雨水が集中するエリアであったと考えますが、過去の道路冠水の状況と道路の

冠水被害と隣接する千葉公園総合体育館、ＹｏｈａＳアリーナ～本能に感動を。～の被害の状

況について伺います。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 千葉公園再整備道路一帯は、周辺よりも低い位置にあり、大雨時

に周囲から水が集まるため、令和元年10月25日や本年９月６日の大雨時に冠水被害が生じてお

ります。 

 今回の台風13号では、再整備道路のうち、千葉公園総合体育館付近を中心に冠水が発生し、

道路を一時通行止めにいたしましたほか、隣接の千葉公園総合体育館では、トレーニングルー

ムや多目的室、武道場などで床上浸水となり、営業再開までに一定期間を要するなどの被害が

生じました。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 過去に、今答弁があったように冠水する状況がありましたが、どの

ような対策を行っておりますか。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 千葉市雨水対策重点地区整備基本方針において、千葉公園と椿森

３丁目を含めた北部第１地区を重点地区に位置づけ、浸水被害の軽減対策を進めており、千葉

公園内の雨水貯留施設に導水するためのバイパス管の工事が完了したところであり、今後、雨

水貯留施設本体の整備を実施する予定としております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 今回の事業の内容と効果についても伺います。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 現在実施している雨水貯留施設の整備は、完成までに時間を要す

ることから、緊急的な対策として、綿打池を含めた園内に雨水を貯留する機能を強化するため、

カフェ・ハーモニー近くに設置されている横引きゲートのかさ上げや南門の園路の高さを上げ

るほか、綿打池の常時の水位を下げることにより、さらなる貯留量の増加を図るものです。 

 また、再整備道路周辺においては、低地部にたまった雨水を排水するため、集水ますの設置

や園路改修等の対策を実施するものです。これらにより、体育館前や公園周辺の浸水被害の軽

減効果が早期に発現するものと考えております。 
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○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、保育施設等における給食費等補助についてであります。 

 先ほどの学校給食費と同様に、物価上昇率が想定を上回り、その増額分を補正予算として計

上するものであります。 

 民間保育園や幼稚園など、特に民間において物価高騰への対策については、それぞれの保育

施設等についての状況は把握されておりますでしょうか。給食費相当分の助成を上回っている

ことについて、民間保育施設などはどう対応しているのか、あわせて伺います。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 一部の民間保育園等に対する聞き取りにより、本市当初予

算による給食費等補助を活用し、保護者負担分を抑制しつつ、これまでどおりの栄養バランス

や量を保った給食を提供していただいている状況を把握しております。 

 また、想定を上回る食材料費の価格高騰への対応については、必要な栄養量を確保するため、

やむを得ず給食費を値上げする施設や、献立の見直しなどにより経費を抑えることで値上げを

せずに対応する施設があるなど、個々の状況に応じた適切な対応が図られているものと認識し

ております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 各施設については、来年１月からの周知、交付申請を行っていただ

き、３月までに交付決定、各園への支払いという手続になっていますが、それまで保護者負担

がさらに増える園もあるのではないでしょうか。対応を園任せにするのでは、子育て支援にな

らないのではないでしょうか。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 給食費の値上げ状況は各園により異なるものの、補助金増

額前に一旦値上げをした場合であっても、その後の保護者への給食費請求に当たり、今回の補

正予算による補助金相当額を差し引くことにより、保護者へ還元される仕組みとしております

ので、補助金額相当分の保護者負担軽減が図られているものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、子ども医療費助成制度事業システム改修及び議案第143号・

子ども医療費の助成に関する条例の一部改正についてです。 

 これは、さきの第３回定例会で、市長が18歳まで助成対象年齢の拡充を検討すると答弁した

具体化であり、あわせて小学校４年生から中学校３年までの保護者負担についても、条例改正

にあわせて、通院に関し500円から300円へと引き下げるものであります。子育て中の世帯にと

っては大変喜ばれております。 

 そこで伺います。 

 システム改修が６か月かかり、制度改正は受給券送付に合わせて８月からの実施とのことで

すが、高校生の４月から７月までは親の医療費負担割合であり、負担は大きく、さらに前倒し

はできないのでしょうか。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 子ども医療費助成制度については、市民税所得割非課税世

帯を無料としていることなどから、毎年度、課税状況が確定後の８月に当該年度の受給券を交

付しており、これまでも多くの制度改正において８月からの改正としております。 
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 また、今回の改正は、高校３年生相当年齢までの助成対象の拡大とともに、あわせて小学４

年生以上の通院に係る保護者負担額の引き下げを行うものであり、システム改修に６か月を要

することや、今年度分の受給券は既に交付済みであることなどを踏まえて、来年度分の受給券

の交付時期に合わせて改正を実施することとしており、前倒しについては困難であると考えて

おります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 県内では唯一小学校４年生以上の保護者負担500円を300円に引き下

げた判断、理由について伺います。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 保護者負担額の500円については、通院の助成対象を小学

３年生までから中学３年生まで拡大する際に、利用者の方の御意見を参考として設定したもの

でございますが、現在、政令市の中では、複数の市で設定しているものの、県内では設定して

いる市町村はなく、大半が300円となっている状況の中、長引く物価高騰の影響を受けて厳し

い状況にある子育て家庭の経済的負担の一層の軽減を図るため、県の助成制度と同額の300円

に引き下げることとしたものです。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 日本共産党千葉市議会議員団は、これまでも保護者負担はゼロにす

べきと求めてきましたが、千葉市の判断で保護者負担をゼロにし、完全無料化へと進めるべき

と考えますが、見解を伺います。 

 また、完全無料化した場合の千葉県からの補助金についての影響はあるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 保護者負担については、経済的負担が大きい多子世帯にお

ける第３子以降や市民税所得割非課税世帯は無料としておりますが、本制度の安定的な継続や

市民負担の公平性、限りある医療資源の有効活用などの観点から、一定の御負担をいただくこ

とは必要であると考えております。 

 また、完全無料化を実施した場合、保護者負担分は全て市費で負担することとなり、県から

の補助金に関する影響はありません。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、中小企業者エネルギー価格等高騰対策支援金についてであり

ます。 

 同支援金について、申請受付を開始後、見込みを上回る申請が寄せられ、予算に不足が見込

まれることから、増額補正するものであります。 

 これまでの申請状況、受付件数、今後の見込みについて伺います。また、給付要件を満たさ

ず申請取下げとなった件数についても、あわせてお示しください。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 本年８月25日の受付開始直後は、１日当たり100件を超える

申請がございましたが、その後は１日当たり60件から70件ほどとなっておりまして、申請の受

付件数は、先月22日時点で6,371件でございます。今月15日の申請期限に向けた申請数の増加

を含めまして、最終的には8,200件の申請になるものと見込んでおります。 

 なお、申請取下げとなった件数は、先月22日時点で77件でございます。 
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○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 本年４月から９月までの任意の月において、電気、ガス、ガソリン

などの合計がぎりぎり３万円に満たない中小事業者もいる中で、そうした事業者も支援できる

ようにすべきと考えますが、見解を伺います。 

 また、給付要件を満たさず申請取下げとなった77件の中で、市内に長く事業所を置き、地域

に貢献している事業者についても支援できないのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 本支援金の給付要件につきましては、市内事業者への聞き取

り結果や他市の事例などを踏まえまして設定しておりまして、妥当なものであると考えており

ます。 

 なお、電気、ガス、ガソリン等が月３万円に満たない場合でも、原材料費等を含めました合

計が３か月平均で月50万円以上の場合は給付対象としており、より多くの事業者に御活用いた

だける設定としてございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） この制度の対象となる事業者に支援金が行き届くように周知するこ

ととともに、申請期間を12月15日で終了せず、延長することも必要ではないでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） これまで、経済関係団体や業界団体等を通じました制度説明

や過去の支援金受給者へのメールによる御案内のほか、申請期限１か月前の先月15日には新聞

折り込み広告を実施しますなど、多様かつ効果的な周知に努めてまいりました。これらの取組

により、現在多くの申請が届いているところでありますことから、申請期間を延長する考えは

ございません。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、千葉ポートアリーナ施設管理運営債務負担行為及び議案第

149号・千葉ポートアリーナ指定管理者の指定についてであります。 

 同施設の管理運営について、現在の指定管理者である公益社団法人千葉市スポーツ協会を非

公募で指定するものであります。 

 今回、非公募とした理由に、大規模改修に合わせて施設の在り方などについて検討するため

としていますが、ポートアリーナの大規模改修の必要性や、プロバスケットボールチームのア

ルティーリ千葉のホームタウンとしての今後の対応や施設の在り方について、どのように考え

ていますか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 千葉ポートアリーナは、竣工当時から使用し、更新時期を迎えて

いる設備も多く、大規模改修など施設の長寿命化のために計画的な保全を行う対象施設として

位置づけられており、老朽化対策に加え、パラスポーツの拠点施設として必要な機能を付与し

ていく施設であると考えております。 

 また、千葉ポートアリーナをホームアリーナとするアルティーリ千葉は、上位リーグへの昇

格を目指し、多くのファンの方々に御来場いただいている状況であり、より利用しやすい施設

環境の整備を図るとともに、引き続きパラスポーツの推進拠点、国際大会、全国大会の開催拠

点としての役割を担っていく施設であると考えております。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

令和５年第４回定例会会議録第２号（12月４日） 

－10－ 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 他のスポーツ施設とこのポートアリーナの大規模改修における違い

はあるのか、今後想定される大規模改修のための計画、方法についても伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） スポーツ施設の改修につきましては、建物の部分的な改修であれ

ば、実施設計を行った後に工事を発注し、建物全体の改修を行う場合には、劣化度調査を実施

して改修方針を定め、実施設計の上、工事発注をする流れになります。 

 千葉ポートアリーナの建物全体の大規模改修に当たりましては、老朽化対策に加え、パラス

ポーツの拠点施設としての必要な機能などを検討していく必要があると考えております。現在、

劣化度調査の結果を踏まえて大規模改修を検討しておりますが、大規模改修に先立ち、利用者

の安全に関わるつり天井の改修工事を予定しているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、ふるさと農園施設管理運営の債務負担行為及び議案第152

号・千葉市ふるさと農園の指定管理者の指定についてであります。 

 今回の指定管理者の指定は、これまでふるさと農園を管理運営していた株式会社塚原緑地研

究所から、新たに株式会社マイファームが指定管理者として指定されます。今回、地元企業か

ら京都の株式会社が指定されることになりますが、選定評価委員会農政部会において、株式会

社マイファームの評価が高かった項目と理由について、マイファームの他市における管理実績

はどのようなものがあるのか、お示しください。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 指定管理者募集要項で示しました審査基準のうち、特に施設

の効用を最大限発揮するものであることにおきまして、その提案内容が本市の農林業の振興に

貢献する市民の育成及び市民の農林業に対する理解を深めるための事業であると高く評価され

たものでございます。 

 また、株式会社マイファームの他市における管理実績は、滞在型市民農園であります茨城県

笠間市の笠間クラインガルテンや、幅広い年代を対象にした農業学校であります兵庫県丹波市

の農の学校でございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 施設の管理に要する経費を縮減できるものであることの項目の収支

見積りの妥当性で、評価が塚原緑地研究所との差が大きく開いた形となりますが、事業者の提

案はどのようなものがあったのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 事業者の提案として、必須事業では、季節に合わせた栽培講

習会のほか、食育や農育等の親子向けのイベントや、自然観察やサステナビリティ教育等の多

様なカルチャー講座の実施等についての提案が、自主事業では、幼児から小学生を対象にした

ＡＩＣキッズ事業の実施等についての提案があり、収支見積りの妥当性も評価されたところで

ございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） その他市長が定める基準では、塚原緑地研究所よりもマイファーム

は評価が低く採点されていますが、現在雇用されている方への配慮、雇用の継続、安定化はさ
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れるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 指定管理者募集要項におきまして、新たな指定管理者には、

現在の施設職員の継続雇用につきまして配慮するよう求めており、提案書では、書類審査及び

面接による継続雇用の希望確認等を実施の上、能力や適性を評価し、最終的に決定するとされ

ております。 

 また、指定期間中に雇用する職員の雇用の安定化につきましては、雇用を守るため、長期的

な経営計画を立て、堅実に事業経営を行うとされております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、議案第136号・令和５年度千葉市病院事業会計補正予算（第

２号）、新病院整備についてであります。 

 第２回定例会において、建設資材価格及び労務単価等の高騰や病床数の増による設備費の増

加に伴う工事費の関係経費等について公的指標に基づき補正予算を編成したものの、その後に

施工予定者により基本協定書に基づき見積書が提出されたところ、社会経済情勢の変化等の影

響により、工事費が公的指標を大きく上回る上昇率であったことが判明したとのことです。 

 施工予定者とコスト削減や設計見直しなどについて協議した結果、工事総額が増額となり、

再度継続費の変更や、工事着工が遅れたため、現年度予算について減額補正を行うというもの

であります。 

 新病院の整備費は、令和５年度当初予算時の約238億円から、今回の補正で313億5,000万円

と大幅に増額することになりました。開院時期も令和８年秋頃にずれ込むとのことであります。 

 新病院の工事費予算における工事種別ごとの増額や上昇率についてお示しください。また、

他市での新病院整備の状況についても、あわせてお示しください。 

○議長（石川 弘君） 病院局次長。 

○病院局次長（佐藤ひとみ君） 建築工事費が税抜きで124億3,900万円から145億2,300万円と

なり、20億8,400万円、16.8％の増となります。 

 電気・機械設備などの設備工事費が同じく58億8,100万円から117億7,300万円となり、58億

9,200万円、100.2％の増となり、工事総額といたしましては、約238億円から約313億円の75億

円、31.7％の増となります。 

 また、同時期に建設が進められている類似の病院整備の事例といたしましては、兵庫県立西

宮総合医療センターが約131億円、53.2％の増、同県立がんセンターが約100億円、54.1％の増

であり、それぞれ基本設計時の工事費と比べて50％以上の上昇となっております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） コスト削減や設計の見直しなどは、新病院の機能の削減につながっ

ていないのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 病院局次長。 

○病院局次長（佐藤ひとみ君） 主に建物の外装、内装の仕上げ材及び外構仕上げ材等の見直

し、空調機械設備の台数の変更、植栽樹種の変更等の設計見直しによるコスト削減であり、新

病院の診療機能には影響はございません。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 新病院の実施設計の公表については、他の医療関係者や市民から求
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められておりますが、公表の時期と今回の新病院整備に係る情報についての市民への周知につ

いてはどう行うのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 病院局次長。 

○病院局次長（佐藤ひとみ君） 本議案が可決され、工事請負契約締結後、速やかに公表する

予定でおります。また、市民の皆様には、市政だより、本市ホームページなどを通じて、適宜、

適切な周知に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 入院については混合病棟となると伺っておりますが、診療の機能が

違う診療科が混合することによるデメリットはないのでしょうか。混合病棟になることについ

ても公表することが必要ではないでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 病院局次長。 

○病院局次長（佐藤ひとみ君） 今後、新病院においては、整形外科や呼吸器内科など新たに

増加する入院患者に対し、限られた病床を有効に活用するためには、入院が必要な患者を診療

科目で限定せず柔軟に受け入れる体制が重要であることから、利用いただく患者へのデメリッ

トはないものと考えております。 

 なお、新病院の情報については、適宜、適切に周知してまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、議案第138号・千葉市公文書等管理条例の制定についてであ

ります。 

 日本共産党千葉市議会議員団は、福永洋前市議が2016年、平成28年第４回定例会で条例化を

求め、その後、条例の検討委員会が設置され、今回の制定となりました。公文書は、市の歴史

的事実の記録であり、市民共有の知的資源、財産として重要なものであります。 

 改めて、今回の条例制定に向けた検討経過、議員の議会質問、提案に対する検討などの経過

についてお示しください。また、条例を制定している政令市の状況も伺います。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 公文書等の管理に関する法律が施行され、地方自治体におきまし

ても適切な公文書管理の推進が求められる中、本市におきましても、条例制定も含めた公文書

管理の在り方について検討を進めてまいりました。 

 この間、議会における議論も踏まえながら、歴史資料として重要な公文書の利活用など、国

や他政令市の情報収集に努めつつ検討を行ってきたところであり、昨年度設置した千葉市公文

書管理条例検討委員会におきまして、学識経験者等の御意見を踏まえ、今定例会に条例案を提

出させていただいたところでございます。 

 また、政令指定都市における公文書管理に関する条例の制定状況ですが、７市となっており

ます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 千葉市の条例における公文書管理の特徴的な取組はどのようなもの

がありますか。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 本市の条例案の特徴としましては、紙文書を電磁的記録等により

複製したものにつきましても、公文書の正本として取り扱うことを可能とする旨を規定してお
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ります。この取扱いにつきましては、政令市で条例に明記したのは、本市が初めてでございま

す。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 特定重要公文書等の選別に向けて必要な事項を調査、審議する公文

書等管理審査会が設置されますが、どのような方が選任され、特定重要公文書等の利用開始ま

での流れと利用開始の時期についてはどうなりますか。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 審査会の委員としましては、学識経験者として大学教授や実務に

知見を有する専門家等により構成することを考えております。 

 特定重要公文書につきましては、条例施行後、審査会の御意見をいただきながら選別基準を

制定し、保存期間が満了する文書等の中から同基準に基づき選定を行い、その目録を作成、公

表した後、市民の皆様からの利用申請を受け付けることとなります。 

 利用開始までの期間は、おおむね１年程度を見込んでおります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、議案第139号・千葉市職員の給与に関する条例等の一部改正

についてであります。 

 本年10月の千葉市人事委員会勧告に基づき、一般職の職員の給与及び期末・勤勉手当等を引

き上げるとともに、特別職の職員の期末手当を引き上げ、会計年度任用職員についても、給与

改定と新たに勤勉手当を支給するなどの改正が行われます。 

 今回の改正の主な内容について、具体的にお示しください。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 一般職の職員の給与改定につきましては、民間給与との較差を踏

まえ、初任給及び若年層の職員の給料月額に重点を置きつつ、給料表全体を引き上げる改定を

行います。また、定年前の職員の期末手当及び勤勉手当の支給月数をそれぞれ0.05月分引き上

げるもので、今回の改正により、定年前の職員の年間支給月数は4.4月から4.5月となります。 

 特別職につきましては、一般職の職員の改正を踏まえ、期末手当を0.1月分引き上げるもの

で、年間支給月数は4.4月から4.5月となります。 

 会計年度任用職員につきましては、一般職の職員の改定に準じて、令和６年度から給料表を

改定するとともに、地方自治法の改正等を踏まえ、令和６年度から新た勤勉手当を支給するも

のです。 

 なお、期末手当及び勤勉手当の支給月数につきましては、一般職の職員の支給月数に準じる

ものとし、今回の改正により、年間支給月数は2.5月から4.5月となります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 一般職についての給与は、令和５年４月１日適用となり、遡及する

こととなります。会計年度任用職員の給与については、なぜ令和６年４月１日からの適用とな

るのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 会計年度任用職員の給与改定につきましては、これまでも翌年度

から適用してきており、一般職の職員と同様に遡及して適用した場合、任用期間、週の勤務時

間で遡及される職員とされない職員が発生し、公平性の課題があると考えております。 
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 このほか、任用に当たっては給与等の勤務条件を明示しており、遡及して適用することによ

り、任用期間の途中で勤務条件が変更されることから、引き下げる場合の影響はもちろんのこ

と、引き上げる場合におきましても、家族の扶養の範囲を超えないよう働き控えを行う職員が

一定数存在すると考えられ、市民サービスの低下につながるおそれもあることなど、改定によ

る影響を総合的に勘案し、令和６年４月からの適用とするものです。 

 なお、次年度以降の給与改定の適用時期につきましては、国や他団体の動向も踏まえ、引き

続き検討してまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 会計年度任用職員の期末・勤勉手当の支給月数が4.50月となること

による同職員の年収への影響はどうなるのか。事務補助や他の職種での影響についてお示しく

ださい。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 週30時間で勤務したとする事務補助職員におきましては、令和５

年度の年収約186万円から令和６年度は約229万円と約43万円の増となり、同様に、専門職の保

健師におきましては、令和５年度の年収約272万円から令和６年度は約318万円と約46万円の増

となります。また、フルタイムで勤務する保育士におきましては、最も時給が高い職員で、令

和５年度の年収約323万円から令和６年度は約387万円と約64万円の増となります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、議案第142号・千葉アイススケート場設置管理条例の一部改

正についてであります。 

 現在、アクアリンクちばに設置されている温浴施設を新港清掃工場のリニューアル工事に伴

い、令和７年度末をもって廃止する条例の一部改正であります。 

 廃止の理由として、設備整備費用や管理運営費の増加が見込まれるとしていますが、現在の

温浴施設の運営収支の状況について明らかにしていただきたいのと、また、コロナ前と令和４

年度の市民の利用状況について、一般、高齢者、就学前児童、障害者などの区分でお示しくだ

さい。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） アクアリンクちばの温浴施設の収支状況は、供用開始以来、収支

の均衡が図られておらず、年間でおよそ2,000万円の赤字となっている状況です。 

 また、温浴施設の利用状況ですが、コロナ禍前の状況としては、台風被害により休館してい

た令和元年度より前の３年間を平均しますと、利用者数は約３万3,000人で、一般の方が約４

割、高齢者が約２割、就学前児童から高校生までが約３割、障害者が約１割となっております。 

 昨年度の利用者数は約２万4,000人と減少しており、利用者の割合には、おおむね変化が見

られない状況であります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 廃止の理由の２つ目として、市及び民間の類似施設があるとしてい

ます。市民の利用状況を見ると、高齢者や障害者、就学前児童など一定数の利用があり、安価

で利用できることや他のスポーツ施設が休館の場合に利用できる施設として喜ばれております。

こうした機会を奪うことにつながるのではないでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 
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○市民局長（那須一恵君） 温浴施設の利用者数は、近年では、平成27年の約３万8,000人を

ピークに年々減少している状況でございます。また、アクアリンクちばが供用開始となった平

成17年以降、市内に複数の民間の温浴施設が開業しており、近隣の稲毛海浜公園における官民

連携のリニューアル事業におきましても、事業者により温浴施設が計画されていることなど、

類似施設において機会提供がなされている状況にあるものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） ほかの施設で機会が提供されている状況にあるということですけれ

ども、他の施設の状況を私が調べてみましたら、温浴施設ですね、いわゆるスーパー銭湯など

を見てみますと、平日でも900円ですとか、土、日、祭日ともなると1,000円を超えるんですよ

ね。そういったときに、他の施設であっては、料金の負担が重いわけですね。そうしたところ

に負担が重くて入れない市民もいる中で、この施設を廃止するのではなく、存続させることが

必要ではないでしょうか。見解を伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 本施設は、供用開始以来、近接する新港清掃工場の余熱供給を動

力源とした施設として稼働してまいりましたが、今後予定されている新港清掃工場のリニュー

アル工事期間中には、この余熱供給が停止されることから、全館休業を含めた複数の運営手法

を比較検討してまいりました。 

 検討の結果、県内唯一となる公営のアイススケート場は、必要となる施設の整備を行った上

で継続することとし、開設以来運営収支の均衡が図られていない温浴施設につきましては、自

立稼働のための電気設備等の整備に多額の費用が見込まれること、また、市内の類似施設等の

状況を踏まえ、廃止することとしたものでございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 次に、議案第145号・千葉市空家等及び空地の対策の推進に関する

条例の一部改正についてであります。 

 国において、空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正により、空家等のうち適切な

管理が行われていないことにより、そのまま放置すれば特定空家等に該当することとなるおそ

れがある状態として市が認めるものを管理不全空家等と規定し、市が指導、勧告できる仕組み

が創設され、法改正に伴う規定の整備を図るため、条例の一部改正を行うというものでありま

す。 

 今回の条例改正前と改正後の千葉市の取組に違いがあるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 今回の改正は、法改正により新た創設されました管理不全空家等

につきまして、条例で規定いたします管理不全な状態である空家等に位置づけるものでござい

ます。 

 このたびの法改正では、御指摘のありましたように、適切な管理が行われていないことによ

り、そのまま放置すれば特定空家等に該当するおそれのある空家等を管理不全空家等と規定い

たし、その所有者に対しては市が指導、勧告できるとともに、この勧告を受けた場合には、地

方税法上の固定資産税等の住宅用地特例の対象から除外されることとなります。 

 特定空家等に対します従前からの取組とあわせまして、こうした措置により、所有者の自主

的な管理を促すことで状態の悪化を防ぎ、空き家等の流通や利活用の促進につなげ、空き家の
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活用拡大、管理の確保、特定空家の除却等の３本柱で対応を強化するという改正法の趣旨を踏

まえ、空き家等対策に取り組んでまいります。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 千葉市において、良好な状態にある空き家等の発生から活用に向け

た取組の現状について伺います。 

 所有者が高齢であるケースがありますが、家族等へのアプローチはどのように進めています

でしょうか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 空き家にしないための準備や相続で空き家を所有することとなっ

た場合に必要となる手続、困った場合の相談窓口などを記載いたしました、空き家ガイドブッ

クを各区役所の窓口や空家等対策に関する連携協定を締結しております専門家団体の窓口にお

いても配架いたし、情報提供、周知啓発を行っているところでございます。 

 また、空き家が身近な問題となっている市民の皆様を対象にいたしまして、千葉市住宅供給

公社内に設置する千葉市住宅関連情報提供コーナー、通称すまいのコンシェルジュにおきまし

て、空き家に関する問合せや相談に応じておりますほか、本市が定期的に開催いたします空き

家のセミナーや相談会におきましても、空き家の発生予防や利活用の促進に向けまして、広く

普及啓発に取り組んできているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 特定空家等についての件数とそれへの指導、勧告、命令等の現状、

除却等の解決に至るケースはあるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 昨年度末の特定空家等は85件、これら全てに対し指導を行ってお

り、うち、勧告に至っているものが37件、命令を行った事例はございませんでした。 

 なお、昨年度中には、所有者自らが除却するなどによりまして、23件の特定空家等が改善さ

れました。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 今回の改正で、管理不全空家等についても指導、勧告ができること

となりますが、現状の空き家対策の中で指導、勧告できる件数はどの程度見込んでいるのでし

ょうか、お聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 現時点で、国におきましては、管理不全空家等の措置に関するガ

イドラインでございます、管理不全空家等及び特定空家等に対する措置に関する適切な実施を

図るために必要な指針のパブリックコメント手続中であり、これを踏まえる必要がございます

管理不全空家等の想定件数の算出はできませんが、これまでの空き家に関する問合せ状況から

判断いたしますと、対象となる件数は相当数あるものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員。 

○34番（佐々木友樹君） 以上で、議案質疑を終わらせていただきます。明日からの常任委員

会で、具体的に審議をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 佐々木友樹議員の質疑を終わります。 
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 以上で、質疑を終わります。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第131号から第153号まで、及び発議

第９号を配付してあります議案・発議付託一覧表記載の委員会に付託いたしたいと存じますが、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） 御異議ないものと認め、さよう決定いたしました。 

────────────────────────── 

 

 

議案・発議付託一覧表を添付 

 

 

────────────────────────── 

○議長（石川 弘君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次会は、７日午後１時から会議を開きます。 

 本日は、これをもって散会といたします。御苦労さまでした。 

午 後 １ 時 52 分 散 会 

────────────────────────── 
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